











び、修士号を取得。卒業後渡日し、3 年間 AT ＆ T 東京オフィスに勤める。1993 年から






















別撤廃条約に賛成していない国です。日本も含めて国連の 194 カ国のうち 188 カ国が賛
成し、サインしています。外れているのは、この国だけです。アメリカ人とアメリカ政府
は割と国連を疑うというのが普通で、国連条約を否定する姿勢を昔から取っているためで













では 18％だと発表されています。つまり、これは男性が 1 ドル稼いだとすると女性は 82
セントしか稼げないということです。では日本はどうでしょうか。日本の男女の給与差は




























本が、産前 6 週と産後 8 週ぐらいですと、アメリカの場合は少ないですよね。6 週間と 6
週間です。それも jobprotected でもありません。首になる可能性があるというのはおか



































DV 被害者支援は約 8 億円の投資です。27 カ所
の DV 被害者支援の NPO、例えばチャイナタウ
ンやホームレスの女性宛てに等、とグラントの形で毎年契約しています。全国で初めて公
営住宅にカウンセラーの設置をしました。DV のカウンセラーが実際に公営住宅で事務所
のような所にいて、どなたでも気軽に立ち寄って話し合いができるということです。
　今までは DV 被害者の支援は政府側が行っていましたけれども、個人でできる支援とし
てはネットワークづくりが大事なのです。月に 1 回、女性同士で食事に行くなど、お酒
を飲みに行くのもオーケーです。女性同士でお茶をする、彼女たちのために何ができるか
を尋ねる、自分から何かできることがあったらするという話です。
　あとは、女性の功績を褒めることです。女性はあまり自分への褒め言葉などを言わない
ですけれども、他の女性の功績を褒めるのも一つの手です。
　アメリカ人の女性でも日本人の女性でも、あまり自分の accomplishment や
achievement を公的に言いません。
　ある会社の女性に聞きましたけれども、例えば私と田中先生が一緒に座っていて、大沢
先生が何か発表した場合、女性メンバー同士でこういうやり方を必ずします。田中先生は
大沢先生のことをよく知らないけれども、私は親しいです。だから、隣のどなたでもいい
のですけれども、田中先生に「大沢さんはとても優秀ですよ。あの人はこれから副会長な
どになりそうですよ」と。他の人を褒めることは女性は自然に言えますけれども、自分の
ことはあまり言えないですから。隣の知らない人にでも「本当に大沢先生は素晴らしいで
すよ。一緒に仕事をするといいですよ」といったことを言うと、ますますネットワークが
広まります。女性が自然的にそういうふうに他の女性を褒めることを利用してネットワー
クをつくるのがいいのではないですかね。
　次は自分が持つネットワークを他者にも広げることです。日本の場合はそういう紹介を
することはとても深刻に捉えられがちで難しいかもしれないですけれども、そうではなく
て簡単にネットワークづくりの意味で他者に広げるということです。
　次に助けを求められる力を身に付けることです。私たちなどは自分でやるというような
意識が強いかもしれないけれども、他の人に手伝ってもらう、助けてもらうということも
一つのスキル、一つのコツです。
　最後になりましたけれども、管理職や上司としてできることです。上司として仕事上の
目標をシェアできる機会を設けます。部下にそういった機会を設けて、上司や管理職がそ
れぞれの社員の目標を理解すれば、個々に応じたキャリアパスを提供できます。それに新
卒女性社員やティーンエージャーをサポートできる方法を探すと、早期段階からの支援が
可能になります。とにかくお互いに助け合ってネットワークを広めていきましょう。
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男女平等な職場づくり：「姉妹」に学ぶこと
